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2026 年 3 月 4 日 
三菱電機株式会社 

 
米Lockheed Martinと安全保障用途の静止通信衛星に関する協業に向けた覚書を締結 

日米企業間連携により、宇宙分野における安全保障構築に貢献 
 

 
三菱電機 防衛・宇宙システム事業本部 副事業本部長 洗井 昌彦（左）、 

Lockheed Martin Space Vice President Marc Hanlon（右）（提供：Lockheed Martin） 

 

三菱電機株式会社は、米国の大手防衛テクノロジー企業 Lockheed Martin Corporation（ロッ

キード マーティン、本社：米国メリーランド州、Chairman, President & CEO：Jim Taiclet、以

下、Lockheed Martin）と、安全保障用途の静止通信衛星に関する協業に向けた覚書（MOU）を締

結しました。 
 
広域性・柔軟性に優れた衛星通信は、安全保障分野において重要な通信手段であり、世界各国

において、より高性能で耐妨害性に優れた静止通信衛星の需要が増加しています。 
 
三菱電機は、国内外における衛星開発プロジェクトへの参画を通じて、宇宙開発に関する高い

技術力を培っているほか、防衛装備移転三原則に基づき、防衛装備品の輸出や国際共同開発、海

外サプライチェーンへの参画に取り組んでいます。Lockheed Martin は、防衛・宇宙分野で最先

端技術と豊富な実績を有し、米国政府をはじめ、さまざまな国のユーザー向けに宇宙領域の防衛

能力を高めるソリューションを提供しています。 
本覚書締結に基づき、両社は、国内外の顧客向けに安全保障用途の静止通信衛星の提供を目指

します。 
 
なお、本覚書に基づく協業の一環として、三菱電機が防衛省から 2 月 6 日に受注した「次期防

衛衛星通信の整備」における衛星の通信ペイロード※の一つをLockheed Martin がミッションパート

ナーとして開発・製造します。同社製の耐妨害性に優れたペイロードを衛星に搭載することで、衛星の

耐妨害性能を高め、防衛省・自衛隊の作戦の基盤となる防衛衛星通信網を構築します。 
今後も三菱電機は、技術による抑止力向上を通じて、安心・安全な社会の実現に貢献していき

ます。 
  

 
※ ペイロードとは、衛星の目的（通信、地球観測、測位など）を達成するために搭載される機器のこと 
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 三菱電機グループについて  
私たち三菱電機グループは、たゆまぬ技術革新と限りない創造力により、活力とゆとりある社

会の実現に貢献します。社会・環境を豊かにしながら事業を発展させる「トレード・オン」の活

動を加速させ、サステナビリティを実現します。また、デジタル基盤「Serendie®」を活用し、お

客様から得られたデータをデジタル空間に集約・分析するとともに、グループ内が強くつながり

知恵を出し合うことで、新たな価値を生み出し社会課題の解決に貢献する「循環型 デジタル・エ

ンジニアリング」を推進しています。1921 年の創業以来、100 年を超える歴史を有し、社会シス

テム、エネルギーシステム、防衛・宇宙システム、FA システム、自動車機器、ビルシステム、空

調・家電、デジタルイノベーション、半導体・デバイスといった事業を展開しています。世界に

200 以上のグループ会社と約 15 万人の従業員を擁し、2024 年度の連結売上高は 5 兆 5,217 億円

でした。詳細は、www.MitsubishiElectric.co.jp をご覧ください。 
 

 お問い合わせ先  

＜報道関係からのお問い合わせ先＞ 
三菱電機株式会社 広報部 
〒100-8310 東京都千代田区丸の内二丁目 7 番 3 号 
TEL 03-3218-2332 
https://www.MitsubishiElectric.co.jp/news/contact.html 

 
＜お客様からのお問い合わせ先＞ 

三菱電機株式会社 防衛・宇宙システム事業本部 防衛システム事業部 
〒100-8310 東京都千代田区丸の内二丁目 7 番 3 号 
E-mail：Defense-systems-div.support@ny.MitsubishiElectric.co.jp 

http://www.mitsubishielectric.co.jp/
https://www.mitsubishielectric.co.jp/news/contact.html

